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１．2026年11月期第１四半期の連結業績（2025年12月１日～2026年２月28日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年11月期第１四半期 3,789 61.6 506 63.6 319 272.1 491 622.3
2025年11月期第１四半期 2,344 19.9 309 28.5 85 △33.9 68 7.1

(注) 包括利益 2026年11月期第１四半期 477百万円(△13.5％) 2025年11月期第１四半期 552百万円( 732.8％)

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2026年11月期第１四半期 35.02 －
2025年11月期第１四半期 4.85 －

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため記載

しておりません。

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2026年11月期第１四半期 87,189 26,239 30.0
2025年11月期 89,832 26,252 29.1

(参考) 自己資本 2026年11月期第１四半期 26,129百万円 2025年11月期 26,143百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2025年11月期 － 0.00 － 35.00 35.00
2026年11月期 －
2026年11月期(予想) 0.00 － 37.00 37.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

３．2026年11月期の連結業績予想（2025年12月１日～2026年11月30日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 17,730 △7.0 4,150 △21.6 2,920 △34.1 2,620 49.7 186.82

(注) １．直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無

２．当社は、第２四半期(累計)の連結業績予想の記載を省略しております。詳細は、添付資料３ページ「１．経営

成績等の概況(３)連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更 ： 無

新規 －社（社名） － 、除外 －社（社名） －

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数 (自己株式を含む) 2026年11月期１Ｑ 14,445,000株 2025年11月期 14,445,000株

② 期末自己株式数 2026年11月期１Ｑ 420,710株 2025年11月期 420,710株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2026年11月期１Ｑ 14,024,290株 2025年11月期１Ｑ 14,024,290株

※ 添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は監査法人によるレビュー ： 有(任意)

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

(将来に関する記述等についてのご注意)

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等

は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予測の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての

注意事項等については、添付資料３ページ「１．経営成績等の概況(３)連結業績予想などの将来予測情報に関する説

明」をご覧ください。

(決算補足説明資料の入手方法)

決算補足説明資料は、2026年４月10日(金)にＴＤｎｅｔで開示するとともに、当社ウェブサイトにも掲載いたしま

す。
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１．経営成績等の概況

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ(当社及び連結子会社)が判断

したものであります。

（１）当四半期の経営成績の概況

当社グループでは、現在、投資運用事業、投資銀行事業及び施設運営事業を収益の柱としています。これらの事

業を推進し、当第１四半期連結累計期間は売上高3,789百万円(前年同四半期比61.6％増)、営業利益506百万円(前年

同四半期比63.6％増)、経常利益319百万円(前年同四半期比272.1％増)、親会社株主に帰属する四半期純利益491百

万円(前年同四半期比622.3％増)となりました。なお、当社グループの四半期業績は、物件の売却時期等により大き

く変動するため、事業計画を年間で作成・管理しております。

セグメントの業績は、次のとおりであります。

(投資運用事業)

投資運用事業は投資家から資金を預かり、主に都心・大型の不動産に投資・運用を行うファンドビジネスです。

当第１四半期連結累計期間における主にファンドの投資対象となる都心・大型の不動産売買市場は、引き続き投

資家の投資意欲は高いものの国外不動産市場の動向や長期金利上昇傾向等から慎重を要する取引環境となりまし

た。そのため、当社が主体的に組成するファンドでも新規取得はありませんでした。一方、投資家からの求めに応

じ、期中管理業務受託をしている不動産については、質の高いサービスを提供することで、アセットマネジメント

フィーを受領しております。

当第１四半期連結累計期間はアセットマネジメント業務報酬を受領しましたが、前年に比べ受託残高が減少した

こと等から、売上高は31百万円(前年同四半期比6.4％減)、営業利益は19百万円(前年同四半期比5.0％増)となりま

した。

(投資銀行事業)

投資銀行事業は自己勘定で不動産を中心に投資し、運用するビジネスです。投資銀行事業では、流通件数が多い

中小型の賃貸不動産を投資対象としており、首都圏のみならず全国を投資対象とすることで良質な不動産を厳選・

取得し、ポートフォリオの利回りを確保しています。期中運用においては物件が持つ個別性からストーリーを描き、

価値が最大化されるよう様々な施策を行います。また、時機を逃さず物件価値が最大化されたタイミングで売却を

行い、得られた売却益を新たな物件の取得原資として活用し、ポートフォリオの規模を持続的に拡大・成長させる

とともに、新たな成長投資にも振り向けております。

当第１四半期連結累計期間においては、大型と同様、中小型の不動産市場も長期金利の上昇傾向や特に都心部で

の過熱感による利回りの低下傾向が続いており、引き続き慎重な投資判断が求められる環境となっております。一

方、金融機関の貸出態度には依然として大きな変化は見られず、投資家の投資意欲は引き続き高い水準にありま

す。なお、借入金利については、当社グループの主な借入基準金利となる短期金利が上昇基調にあり、当期におい

ては前期末比で相応の金利負担増を見込んでいます。今後も金利動向を注視しつつ、低利回り案件への投資は慎重

に見極める方針のもと、資本コストを十分に勘案した投資基準・財務規律のモニタリングを徹底しております。

このような環境のもと、当第１四半期連結累計期間は前期とは対照的に期初から積極的に物件の取得および売却

を実行しました。売却については複数の物件売却を計上した一方、新規取得物件の賃貸収益への貢献は取得時期の

関係から２Q以降となる見込みです。また、前期に比較的賃料収入の大きい物件を売却したことにより、賃貸収益は

前年同四半期比でわずかに減少しました。以上の結果、売上高は3,254百万円(前年同四半期比76.5％増)、営業利益

は722百万円(前年同四半期比25.6％増)となりました。

(施設運営事業)

施設運営事業は宿泊施設(ホテル、旅館)等の運営を行うビジネスです。旅行・ホテル市場におきましては、一定

の日本人の旅行・観光需要に加えて訪日外国人観光客の増加等により宿泊需要は引き続き堅調に推移している一方

で、物価上昇に伴う原材料費の上昇や人手不足などオペレーションを取り巻く厳しい環境が続いております。

このような中、当第１四半期連結累計期間は引き続きインバウンド等の旺盛な観光需要を着実に取り込み、各施

設において売上は好調に推移しました。加えて前期末に実施した減損処理によりのれん償却費が大幅に減少し、売
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上高は513百万円(前年同四半期比3.8％増)、営業利益は28百万円(前年同四半期比687.4％増)となりました。

（２）当四半期の財政状態の概況

(資産)

当第１四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ2,643百万円減少し、87,189百万円となりまし

た。これは主に、販売用不動産が1,656百万円、のれんが283百万円増加したこと、現金及び預金が4,710百万円減少

したことによるものであります。

(負債)

当第１四半期連結会計期間末の負債は、前連結会計年度末に比べて2,630百万円減少し、60,949百万円となりまし

た。これは主に、長期借入金(１年内返済予定の長期借入金含む)が1,145百万円、未払法人税等が1,100百万円、流

動負債その他が418百万円減少したことによるものであります。

(純資産)

当第１四半期連結会計期間末の純資産は、前連結会計年度末に比べて13百万円減少し、26,239百万円となりまし

た。これは主に、親会社株主に帰属する四半期純利益を計上した一方、剰余金の配当(期末配当)を行ったことによ

り利益剰余金が490百万円減少したことなどによるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2026年11月期通期の業績予想につきましては、2026年１月９日に公表いたしました業績予想に変更はありませ

ん。

なお、業績予想は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その

達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は、様々な要因により大きく異なる可

能性があります。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2025年11月30日)

当第１四半期連結会計期間
(2026年２月28日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 6,830,340 2,119,369

信託預金 1,096,584 1,294,421

売掛金 555,743 319,465

販売用不動産 46,304,956 47,961,873

仕掛販売用不動産 3,423,350 3,431,734

営業貸付金 37,000 －

営業投資有価証券 563,644 499,530

その他 517,477 467,892

流動資産合計 59,329,096 56,094,288

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 11,845,444 11,791,627

土地 12,847,836 12,927,774

その他（純額） 3,124,557 3,148,207

有形固定資産合計 27,817,838 27,867,609

無形固定資産

のれん 247,146 530,928

その他 461,262 463,490

無形固定資産合計 708,409 994,418

投資その他の資産 1,977,574 2,233,265

固定資産合計 30,503,821 31,095,293

資産合計 89,832,918 87,189,581
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2025年11月30日)

当第１四半期連結会計期間
(2026年２月28日)

負債の部

流動負債

短期借入金 343,361 398,361

１年内返済予定の長期借入金 2,536,755 2,454,128

未払法人税等 1,242,278 142,268

賞与引当金 － 58,295

株主優待引当金 26,904 9,982

その他 2,039,409 1,620,879

流動負債合計 6,188,709 4,683,915

固定負債

長期借入金 53,604,189 52,541,349

退職給付に係る負債 20,078 20,545

その他 3,767,110 3,704,006

固定負債合計 57,391,378 56,265,902

負債合計 63,580,087 60,949,818

純資産の部

株主資本

資本金 100,000 100,000

資本剰余金 3,406,766 3,406,766

利益剰余金 22,784,169 22,784,517

自己株式 △277,426 △277,426

株主資本合計 26,013,509 26,013,857

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 93,031 73,921

繰延ヘッジ損益 37,006 41,541

その他の包括利益累計額合計 130,037 115,462

非支配株主持分 109,283 110,443

純資産合計 26,252,831 26,239,763

負債純資産合計 89,832,918 87,189,581
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

(単位：千円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2024年12月１日
至 2025年２月28日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2025年12月１日
至 2026年２月28日)

売上高 2,344,832 3,789,290

売上原価 1,384,739 2,603,025

売上総利益 960,093 1,186,265

販売費及び一般管理費 650,753 680,046

営業利益 309,339 506,218

営業外収益

受取利息 1,834 5,737

受取配当金 15 4

助成金収入 408 332

デリバティブ評価益 24,171 32,343

その他 2,286 10,070

営業外収益合計 28,717 48,489

営業外費用

支払利息 181,660 217,315

支払手数料 68,000 17,399

デリバティブ評価損 1,454 －

その他 1,108 638

営業外費用合計 252,225 235,353

経常利益 85,831 319,354

特別利益

固定資産売却益 50,046 －

特別利益合計 50,046 －

特別損失

固定資産除却損 － 872

特別損失合計 － 872

税金等調整前四半期純利益 135,878 318,481

法人税、住民税及び事業税 94,298 152,647

法人税等調整額 △27,118 △326,681

法人税等合計 67,180 △174,034

四半期純利益 68,698 492,516

非支配株主に帰属する四半期純利益 693 1,318

親会社株主に帰属する四半期純利益 68,004 491,197
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（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

(単位：千円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2024年12月１日
至 2025年２月28日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2025年12月１日
至 2026年２月28日)

四半期純利益 68,698 492,516

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 480,448 △19,108

繰延ヘッジ損益 3,540 4,557

その他の包括利益合計 483,989 △14,551

四半期包括利益 552,687 477,964

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 551,976 476,622

非支配株主に係る四半期包括利益 711 1,341
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（会計方針の変更）

該当事項はありません。

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費(のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。)及びのれんの償却額は、次の

とおりであります。

前第１四半期連結累計期間
(自 2024年12月１日
至 2025年２月28日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2025年12月１日
至 2026年２月28日)

減価償却費 309,278千円 296,334千円

のれんの償却額 61,381 7,508
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（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間(自 2024年12月１日 至 2025年２月28日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント
その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)３

投資運用
事業

投資銀行
事業

施設運営
事業

計

売上高

外部顧客への
売上高

6,826 1,843,822 494,183 2,344,832 － 2,344,832 － 2,344,832

セグメント間の
内部売上高
又は振替高

26,733 － － 26,733 － 26,733 △26,733 －

計 33,559 1,843,822 494,183 2,371,565 － 2,371,565 △26,733 2,344,832

セグメント利益
又は損失(△)

18,974 574,975 3,660 597,610 △39,521 558,088 △248,749 309,339

(注) １．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、地域活性化の観点から不動産と

ともに事業承継した、醸造飲料等の製造事業であります。

２．セグメント利益又は損失の調整額△248,749千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用でありま

す。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費等であります。

３．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

(固定資産に係る重要な減損損失)

該当事項はありません。

(のれんの金額の重要な変動)

該当事項はありません。

(重要な負ののれん発生益)

該当事項はありません。
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Ⅱ 当第１四半期連結累計期間(自 2025年12月１日 至 2026年２月28日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント
その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)３

投資運用
事業

投資銀行
事業

施設運営
事業

計

売上高

外部顧客への
売上高

3,750 3,254,086 513,128 3,770,965 18,325 3,789,290 － 3,789,290

セグメント間の
内部売上高
又は振替高

27,657 8 29 27,695 2,224 29,920 △29,920 －

計 31,407 3,254,095 513,158 3,798,661 20,549 3,819,210 △29,920 3,789,290

セグメント利益 19,922 722,317 28,820 771,060 3,141 774,201 △267,982 506,218

(注) １．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、地域活性化の観点から不動産と

ともに事業承継した、醸造飲料等の製造事業であります。

２．セグメント利益の調整額△267,982千円は、主に各報告セグメントに配分していない全社費用であります。

全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費等であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

(固定資産に係る重要な減損損失)

該当事項はありません。

(のれんの金額の重要な変動)

「投資銀行事業」セグメントにおいて、当社は、2026年２月28日をみなし取得日として、株式会社まきのとコー

ポレーションの株式を取得し、同社が新たに連結子会社となっております。なお、当該事象によるのれんの増加額

は、当第１四半期連結累計期間においては、291,291千円であります。

(重要な負ののれん発生益)

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期連結財務諸表に対する期中レビュー報告書

2026年４月９日

ファーストブラザーズ株式会社

取締役会 御中

清友監査法人

東京事務所

指定社員
業務執行社員

公認会計士 人 見 敏 之

指定社員
業務執行社員

公認会計士 川 島 昌 人

監査人の結論

当監査法人は、四半期決算短信の「添付資料」に掲げられているファーストブラザーズ株式会社の2025年12月１日か

ら2026年11月30日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間(2025年12月１日から2026年２月28日まで)及び第１四

半期連結累計期間(2025年12月１日から2026年２月28日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対

照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について期中レビューを行った。

当監査法人が実施した期中レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、株式会社東京証券取引所の四半期財務

諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準(ただ

し、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。)に準拠して作成されていないと

信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に準拠して期中レビューを行った。

期中レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任」に記

載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定（社会的影響度の高い事業体の財務諸表監査に適

用される規定を含む。）に従って、会社及び連結子会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責

任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

経営者の責任は、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公

正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準(ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載

の省略が適用されている。)に準拠して四半期連結財務諸表を作成することにある。これには、不正又は誤謬による重要

な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を作成するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含

まれる。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが

適切であるかどうかを評価し、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国におい

て一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準(ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に

定める記載の省略が適用されている。)に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示

する責任がある。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにあ

る。
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四半期連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した期中レビューに基づいて、期中レビュー報告書において独立の立場から四半期連

結財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に従って、期中レビューの過程を通じて、

職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・ 主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の期中レビュー

手続を実施する。期中レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施され

る年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・ 継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認

められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、株式会社東京証券取引所の四

半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会

計基準(ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。)に準拠して作成

されていないと信じさせる事項が認められないかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性

が認められる場合は、期中レビュー報告書において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要

な不確実性に関する四半期連結財務諸表の注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又

は否定的結論を表明することが求められている。監査人の結論は、期中レビュー報告書日までに入手した証拠に基づ

いているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・ 四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項

及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準(ただし、四半期財務諸表等の作成

基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。)に準拠して作成されていないと信じさせる事項が認められ

ないかどうかを評価する。

・ 四半期連結財務諸表に対する結論表明の基礎となる、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監

査人は、四半期連結財務諸表の期中レビューに関する指揮、監督及び査閲に関して責任がある。監査人は、単独で監

査人の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した期中レビューの範囲とその実施時期、期中レビュー上の重要な発

見事項について報告を行う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、

並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている

場合又は阻害要因を許容可能な水準まで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行

う。

利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以 上

(注) １．上記の期中のレビュー報告書の原本は当社(四半期決算短信開示会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータ及びHTMLデータは期中レビューの対象には含まれていません。


